
科目区分 基礎分野 授業科目 家 族 論 

講師名 渡邉 紀子 実務経験の有無 有 

単位数 

（時間） 
1 単位（15時間） 開講年次 1 年次 後期 

講義の概要 

＊講師からの 

メッセージ 

家族形態は、千差万別、多種多様で正解がありませんが、家族には幾つかの

果たすべき機能があります。また、患者さんの看護に際し、家族をよく知り、

協力関係を築くことも大切です。家族形態や家族機能を理解すると同時に、

家族とのコミュニケーションの実践力も身につけましょう。 

目的：家族システムの基礎知識を獲得する。現代家族の多様性に対して視座を高める。 

目標：自分の家族観を客観視できる。現代特有の家族概念を知り、アップデートできる。 

回 時間 講 義 内 容 

1 2 家族システム 家族図（ジェノグラム）作成 

2 2 家族の成長と役割変化 年代ごとの家族の心理発達と役割変化を学ぶ 

3 2 家族の危機と再構築 
離婚紛争と子どもの心理、不妊と生殖医療、 

ヤングケアラー問題、ステップファミリーなど 

4 2 現代家族の多様性 
ひとり親家庭、事実婚家庭、パートナーシップの 

多様化、LGBTQ の家族形成など 

5 

6 
4 超高齢社会と家族 超高齢社会の問題を家族関係の視点で捉える 

7 2 家族が疾患を抱えたとき 疾患を抱えた患者と家族への理解と支援 

8 2 単位認定試験 筆記試験 

講義方法 講義、グループワーク、映像視聴 

評価方法 単位認定試験（100％） 

テキスト なし：授業ごとにレジュメを配布。テーマに応じて参考文献を紹介。 
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